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令和７年度の始まりにあたって 
校長 角田 淳志 

 春光うららかな季節を迎えました。千草台東小学校は、４月７日

に始業式を行い、新たな気持ちで令和７年度のスタートを切りま

した。４月９日には、令和７年度入学式を挙行しました。今年度

は、２２名の新入生を迎え、児童数１７７名、通常学級７クラス、

特別支援学級（おおぞら学級）２クラスとなります。お子さんの

ご入学、ご進級、誠におめでとうございます。 

 始業式では、子供たちに「今年度も、笑顔と挨拶があふれる千草台東小学校にしていきましょう。」と

伝えました。そして、それを実現するために合言葉も伝えました。 

それは、千草台東小学校の「ひ・が・し」です。 

「ひ」 「ひとにやさしく」です。自分にも、お友達にも、優しくしましょう。 

「が」 「がんばる」です。めあてをもって頑張りましょう。 

「し」 「しっかり挨拶」です。しっかりと、千草台東小学校の自慢の挨拶をしましょう。 

特に「挨拶」については、昨年度も伝え続けてきて、しっかりとできるようになってきました。さらに

それが地域の方々に対しても挨拶できるよう期待しています。 

昨年度の創立５０周年を経て、今年度からは新たなステージへ踏み出す千草台東小学校。全教職員が

チームとなって創意と工夫を凝らし、１７７名の子供たち一人一人をよりよく育てていき、新たな歴史

を刻んでいきたいと考えております。 

 保護者の皆様、地域の皆様のお力添えをいただき、実りある一年にしてまいりたいと思いますので、

ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆千葉市では☆ 

【学校における合理的配慮の提供について】 

合理的配慮は、子供に合った必要かつ適当な変更及び調整で、特定の場面において必要とされ、過度な

負担を課さないものです。学校に合理的配慮の提供を求める場合には、学校(学級担任)に申し出ください。 

【生命(いのち)の安全教育月間について】 

子供たちが性暴力の加害者や被害者、傍観者にならないための教育や啓発の充実を進めています。毎年

４月を「生命(いのち)の安全教育月間」として、子供たちに生命の尊さや素晴らしさ、自分や相手を尊重

し大事にすること、一人一人が大切な存在であること等を伝えます。 

4/10 校舎の前には色とりどりの花々が咲いています 

 自ら学び、心豊かにたくましく生きる東の子の育成 
      笑顔あふれる学校をめざして       

①かしこい子  知 

②やさしい子  徳 

③たくましい子 体 

①人間尊重の教育を基本に、一人一人が大切にされる学校 
②子供も教師も保護者も地域も明るく活気に満ちた学校 
③安全・安心で、美しく整備された学校 
④保護者・地域から信頼される学校 

≪こんな学校に≫４つの笑顔あふれる学校 ≪こんな子供に≫ 

 


